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臨床研究へのご協力のお願い 

 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある患者様で、

個人が識別される診療情報等を研究に利用されることを希望されない場合は、以下の連絡先にお問い合

わせください。同意されない場合でも、診療上の不利益が生じることは一切ありません。 

 

◼ 研究の対象期間と対象となる患者様  

2013年 1月 1日～2024年 3月 31日に、当院で進行性胚細胞腫瘍に対して自家末梢血幹細胞

移植併用大量化学療法の治療を受けた患者様へ 

 

◼ 研究課題名  

「進行性胚細胞腫瘍に対する大量化学療法の後方視的研究」 

 

◼ 当院の研究責任者(所属) 

宮地康僚（腫瘍内科） 

 

◼ 当院の試料・情報の管理責任者(所属)  

宮地康僚（腫瘍内科）  

 

◼ 本研究の目的・方法・研究実施期間 

海外から進行性胚細胞腫瘍に対して自家末梢血幹細胞移植を併用した大量化学療法の有効性が

報告されています。この治療の最大の目的は、延命や Quality of life（QOL）の向上ではなく、あくまで

も治癒です。ほとんどの固形において、標準的治療に抵抗性となった場合には治癒が目標にはなりま

せん。しかし、胚細胞腫瘍は、固形がんの中でほぼ唯一、標準的な化学療法に抵抗性となった場合

でも、救済化学療法で治癒が望めます。しかし、本邦では本治療法は普及しておりません。 

本研究では上記治療を受けていただいた患者様において、その有効性及び有害事象を評価し、本治

療法の本邦での位置づけを明らかにしていくことを目的としております。 

その目的で、電子カルテに記載のある診療記録、日常診療で行った検査データを利用します。 

 

研究実施期間：2024年 6月 24日 (＝承認日/許可日)～2026年 12月 31日 

 

◼ 研究に用いる試料・情報の項目 

<情報>年齢、性別、診断名、組織型、検査結果（血液検査、画像検査、腫瘍マーカーを含む検査デー

タ）、副作用の情報、治療の方法、治療後の生存期間等。 

 

◼ 共同研究機関との情報の提供を受ける方法 

本研究は多機関共同研究であり、以下の研究機関より電子的配信により、提供を受けます。 

 共同研究機関名：杏雲堂病院   研究責任者：河野 勤 
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 連絡先（電話）：03-3292-2051 

    研究協力機関名：国際医療福祉大学成田キャンパス 研究責任者：河合 弘二 

    連絡先（電話）：0476-20-7701 

    研究協力機関名：筑波大学附属病院 研究責任者：河原 貴史  

    連絡先（電話）：029-853-7668 

 

◼ 個人情報の取扱い 

研究で利用する情報から、患者様を直接特定できる個人情報は削除します。また、研究成果は学会

等で発表を予定していますが、その際も患者様を特定できる個人情報は利用しません。 

 

◼ お問い合わせ先  

担当者（所属）：宮地康僚（腫瘍内科） 

電話：04-7092-2211（代表） 


